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【序論】有機ELディスプレイや照明の省電力化には、高効率・長寿命な有機EL素子が必要である。有機EL

素子の高効率化のため、リン光発光や熱活性化遅延蛍光(TADF)を利用した有機EL素子の開発が進んでいる。

しかし、どちらの場合においても、素子の高効率・長寿命化のためには、三重項エネルギー(ET)が大きく、かつ

駆動安定性の高い正孔/電子輸送材料が必要である。これに関連して我々 は2013年に、正孔輸送材料に依存した

緑色リン光有機EL素子の効率・寿命について報告している[1]。-NPD等の各種アミン誘導体を用いて素子特

性を評価した結果、ジベンゾチオフェンを置換基に持つDBTPBを用いることで、高効率・長寿命な素子が得ら

れた。しかし、DBTPBのETは2.37 eVであり、緑色発光の励起状態エネルギーを閉じこめるには不十分であ

った。そこで本研究では、より大きいETを持ち、かつ駆動安定性の高い正孔輸送材料を開発したので報告する。 

【実験】有機EL素子の構造はITO/PEDOT:PSS/ -NPD/各種正孔輸送材料/Bepp2:Ir(mppy)3/TPBI/LiF/Alとした。開

発した正孔輸送材料を用いて作製した素子の効率・寿命を比較した。 

【結果】α-NPD、DBTPB、と新たに開発した4DBTP3QのETはそれぞれ2.28 eV、2.37 eV、2.57 eVであっ

た。また、図1には、α-NPD、DBTPB、4DBTP3Qを正孔輸送材料に用いた素子の電流密度‐外部量子効率特

性と、α-NPD、DBTPBの分子構造を示す。-NPD、DBTPB、

4DBTP3Qを用いた素子の最大EQEはそれぞれ、13.4%、

17.6%、19.5%であり、ETの大きい4DBTP3Qを用いた素子

で最も高い効率が得られた。また、-NPD、DBTPB、

4DBTP3Qを用いた素子の初期輝度1,000 cd/m2とした場合で

の輝度半減寿命はそれぞれ1,100時間、2,200時間、3,500時

間であり、4DBTP3Q を用いた素子で最も長い寿命が得られ

た。このように、4DBTP3Q を正孔輸送材料に利用すること

で、緑色リン光有機EL素子の高効率・長寿命化に成功した。 

その他正孔輸送材料を用いた材料の特性を含め、詳細は当日報

告する。 
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図１ 正孔輸送材料に依存した素子の 

電流密度‐外部量子効率特性 
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